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序     文 

 

タイ及び周辺国における家畜疾病防除計画は、2001 年 12 月に署名・交換された討議議事

録（R/D）に基づいて、2001 年 12 月 24 日から 5年間の計画で実施しております。 

このたび、プロジェクトの中間時点として、国際協力機構は 2004 年 11 月 10 日から 12

月 10 日までの間、国際協力総合研修所 多田国際協力専門員を団長とする運営指導（中間

評価）調査団を現地に派遣し、タイ国側評価チームと合同で、これまでの活動実績等につ

いて総合的評価を行いました。これらの評価結果は、日本国・タイ国双方の評価チームに

よる討議を経て合同評価報告書としてまとめられ、署名・交換のうえ、両国の関係機関に

提出されました。 

本報告書は、上記調査団の調査・協議の結果を取りまとめたものであり、今後、広く活

用され、日本国・タイ国両国の親善、及び国際協力の推進に寄与することを願うものです。 

最後に、本調査の実施にあたり、ご協力を頂いたタイ国関係機関ならびに我が国関係各

位に対し、厚く御礼を申し上げるとともに、当機構の業務に対して今後とも一層のご支援

をお願いする次第です。 

 

平成 17 年 1 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

                                           農村開発部 

                            部長 古賀重成 
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評価調査結果要約表 

 

１. 案件の概要 

国名：タイ王国(拠点国)及びタイ周辺国

（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナ

ム）及びマレーシア（協力国） 

案件名：タイ及び周辺国における家畜疾病防除計画 

分野：農業開発/農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部 第一グループ

水田地帯第三チーム 

協力金額（評価時点）：総額 約 2.7 億円 

先方関係機関：タイ農業協同組合省畜産振興局、（周辺

国）ラオス農林省畜水産局、カンボジア農林水産省家畜

生産衛生局、ミャンマー畜水産省家畜改良獣医局、ベト

ナム農業農村開発省家畜衛生局、マレーシア農業省獣

医局 

日本側協力機関： 農林水産省  

協力期間 2001 年 12 月 25 日 

～2006 年 12 月 24 日 

（R/D 締結日: 2001 年 3 月 9

日） 

他の関連協力：ベトナム国立獣医学研究所強化計画プ

ロジェクト 

1-1 協力の背景と概要 

タイ及びその周辺国（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム：以下 CLMV と称す）において

は、近年、地域内の政治・経済状況が改善され、国境を越えた農作物を始めとする流通が盛ん

になってきている。そのなかでも、タイと周辺国との間では国境を越えた家畜の移動が増えてき

ており、家畜疾病に対する組織的、技術的な体制が十分でないなか、これら国境を接する国々

における家畜衛生をめぐる状況は悪化してきている。このことは家畜の生産性、家畜生体及び

畜産物の取引に悪影響を及ぼしている。このように家畜疾病の発生は畜産業にとって重大な損

失をもたらしていることから、これら家畜衛生の現状の改善と病気の発生を防ぐため、地域的な

戦略の確立が急務となっている。こうした背景から、1998 年、タイ国政府から我が国に対して、

広域技術協力「タイ及び周辺国における家畜疾病防除計画」の要請があった。これを受け JICA

では 5 度にわたる調査を実施し、タイを始め周辺国（CLMV 及びマレーシア）との協議を行い、

活動の枠組みを策定した結果、2001 年 12 月 25 日から 5 カ年にわたる協力が開始された。 
 

1-2 協力内容 

（１）上位目標 

タイ及び周辺国において家畜衛生の改善が促進される。 

（２）プロジェクト目標 

タイ及び周辺国において家畜疾病防除技術が改善される。 

（３）成果 

成果 1：口蹄疫を含む家畜疾病を効率的にコントロールすべく、地域協力体制及び人材等

が強化される。 

成果 2：家畜疾病診断技術が向上する。 

成果 3：ワクチン製造及び品質管理技術が向上する。 

成果 4：家畜検疫技術が向上する。 

（４）投入（評価時点：一部確定した 2004 年 11 月末までの予定を含む） 

○日本側 

・ 長期専門家派遣 延べ 6 名  

・ 短期専門家派遣 延べ 14 名 

・ 機材供与  25,628,891 タイバーツ（約 73.7 百万円） 

・ コスト負担 18,170,684 タイバーツ(約 52 百万円) 



・ 研修員受入  日本 延べ 13 名（19 人／月） マレーシア 延べ 3 名（3 人／月） 

   タイ  延べ 54 人（74.65 人／月）   

 （カンボジア 10 名 11.8MM 、ラオス 11 名 13MM、マレーシア 10 名 13.3MM、ミャンマー13 名

22.55MM、ベトナム 10 名 14MM） 

    

○タイ国側 

  ・カウンターパート配置  延べ 23 名（評価時点） 

  ・土地、施設提供 

 

○マレーシアを含む周辺国 

  ・土地、施設の提供、カウンターパートの配置、ナショナル・コーディネーターの配置 

２. 評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名 職位） 

団長・総括：多田 融右 国際協力総合研修所 国際協力専門員（家畜衛生・畜産開発）

家畜衛生： 筒井 俊之 動物衛生研究所 予防疫学研究室長 

家畜防疫： 吉村 史朗 農林水産省 動物検疫所 成田支所長 

計画管理： 中村 貴弘 国際協力機構 農村開発部 第一グループ 水田地帯第三チ

ーム職員 

評価分析： 松本 彰   株式会社タック・インターナショナル コンサルティング部長 
※なお、タイ側も 4 名の評価調査団員を配置し、合同で評価を実施 

調査期間 2004 年 11 月 10 日～2004 年 12 月 10 日 評価種類：中間評価 

３. 評価結果の概要 

3-1 評価結果の要約 

（１）妥当性 

＜相手国開発政策との整合性＞ 

農畜産業は当該地域、特に CLMV 各国において依然として国の基幹産業であり、各国とも、

国家計画の中で畜産振興政策を重点政策として掲げ、家畜衛生の施策に取り組んでいる。こ

のことから、各国の政策との整合性は非常に高いといえる。 

 

＜プロジェクトが目指す目標及び協力内容と対象地域・社会のニーズとの合致＞ 

インドシナ地域における畜産開発の振興を図るうえでは、家畜疾病はもっとも重要で深刻な

障害である。大量の家畜が国境を越えて移動する現状の中、家畜疾病対策を１カ国だけで実

施するのは困難であり、本件のように、全ての関連国が提携、協調して問題解決に取り組むこと

が最善の方策である。したがい、本プロジェクトは、インドシナ地域の地域・社会ニーズに十分に

合致しており、妥当性は高い。 

 

＜ターゲットグループのニーズとの整合性＞ 

主要疾病の問題は各国の共通課題であることから、CLMV 各国を対象としたことは妥当性が

高い。また各国の実施機関も、家畜衛生を行う中央機関が主な対象であり、ターゲットグループ

も各機関の研究者であることから整合性は高い。また研修生の殆どが中堅研究者あるいは技術

者で、母国に帰国後、元の職場に復帰し、研修で学んだ分野の活動を継続している。また各国

の事情により相違するが、研修生のうち女性が 7 割を超えており、ジェンダーバランスも取れ

ている。 

 

＜我が国支援の整合性や援助政策との合致＞ 

我が国は、これまで 20 年近くにわたり、タイ及びマレーシアで家畜衛生分野における技術協

力を実施してきており、その経験をもとに培われてきた人材、施設を十分に活用することにより、

周辺国の家畜衛生状態の向上を図ろうとしている。また、援助国へと立場を変えつつあるタイ、



マレーシア共に、インドシナにおける家畜衛生の向上には強い関心を示している。一方、周辺 4

カ国は、タイ、マレーシアから自国で適応可能な多くの技術を修得することを期待しており、イン

ドシナ諸国を対象とした本プロジェクトは時期的に、戦略としても適切であった。また、「地域協

力」の形で実施することは、各国ごとで実施するに比べて、効率的であり適切である。 

 

＜プロジェクト計画設定の整合性＞ 

当初計画では、関係国間のリソースとニーズのマッチングを図っており、プロジェクトの計画と

て妥当性が高い。また本プロジェクトは論理的に積み上げられている。但し、各国のニーズが多

様、かつ相違していることから、各国のニーズやキャパシティに応じた詳細計画を立てていく必

要がある。 

 

 

（２）有効性 

＜プロジェクト目標の達成見込み＞ 

まだプロジェクト途中であり、まだプロジェクト目標を達成するまでには至っていない。現段階

で、その達成の可能性を評価するのは時期尚早である。 

 

＜因果関係（プロジェクト成果はプロジェクト目標を達成するのに十分であったか）＞ 

各投入、活動はそれなりの成果を挙げているが、各国の進捗は、各人材のレベルやモチベ

ーション、施設・機材の整備状況、あるいは政府、ドナーの支援状況などで大きく相違している。

相対的に見ると、研修の成果を十分に活かせていないのが実情で、ミスマッチングも所々見ら

れる。 

 

＜外部条件の変化や影響＞ 

鳥インフルエンザの発生という重大な疾病の影響があったものの、その他にはプロジェクトへ

の大きな影響はない。鳥インフルエンザの発生は、関係者の大きな負担となった一方、各国政

府あるいはドナーの対応が活発になり、疾病調査始め、予算の配分が行われるという結果をも

たらした。このことは、獣医師への信頼あるいは地位・権限向上にもつながりプロジェクトの促進

要因ともなった。 

 

 

（３）効率性 

＜日本人専門家＞ 

長期専門家の不在等は、プロジェクトの活動に影響を及ぼした。一方、短期専門家は、一

部、派遣遅れによる豚コレラの標準抗原が十分にできなかった以外は、ほぼ計画通りの派遣で

効率的であった。なお、鳥インフルエンザへの対応など、当初計画にない短期専門家の派遣を

行うなど、柔軟な対応は評価できる。 

 

＜タイ人専門家＞ 

幾人かのタイ専門家が周辺国を訪れており、研修のフォローアップや技術指導を行い、効果

も非常に高い。但し、数日と短い期間の訪問で、技術移転を行うには不十分である。 

 

＜タイ C/P 配置＞ 

計画通りであり、C/P の異動もない。 

 

＜職員研修(日本、タイ、マレーシア)＞ 

タイ、マレーシアでの研修実施は日本で行うより、非常に安価で、かつ研修生にとって地理

的・技術的にも優位であることから、効率性が高いといえる。また、研修は、概ねレベル、内容、



期間、講師や施設などはほぼ満足のいくものであり、効率性は高い。一方、研修実施にあたり、

研修生の事前情報が不足し、研修生のレベルに合った研修を実施するうえで研修項目の設定

を始め困難があった。 

 

＜機材供与＞ 

機材の到着が 1 年程度かかっているものもあり、迅速な対応や手続きの簡素化が望まれる。 

 

＜コスト負担＞ 

タイ側の費用の負担は計画通りで、実施に関して、研修料、講師料の必要がなく、センターで

の宿泊など研修にかかるコストをタイ側が負担しており、効率性が高い。なお、現地業務費を活

用して、昨年から、研修生に消耗品や抗原の供与を行っているが、このことは効果が非常に高

い。 

 

＜ナショナル・コーディネーターの配置＞ 

各国とも計画通り配置されており、各国での調整官の役割を担っている。今後はより一層、プロ

ジェクト活動のモニタリングや調整の尽力が必要である。 

 

＜その他投入＞ 

土地、施設の提供については、各国とも状況は異なるが、必要な提供を行っている。但し、各

国とも、かなり予算が制限され、消耗品を始めコスト負担ができておらず、研修成果が活かされ

ていない例もある。 

 

＜活動と成果の効率性（投入の活用度）＞ 

どの投入も活動に適切に活かされてはいる。但し、投入から成果につながる計画立てが明

確でなく、関係者で共有されておらず、投入の成果が見えないものも見られる。 
 

＜プロジェクト･マネージメント＞ 

１）現行で、ナショナル・コーディネーターとの日常のコンタクト、研修内容の決定、会議の調

整やマネージメントを始め、殆どの点で、日本人専門家及びその秘書の主導によって行わ

れており、タイ側 C/P の寄与は現時点では少ない。結果として、研修実施による教訓の

共有がタイ側との間で十分に行われていない。 
２）ナショナル・コーディネーターの活動としては、タイで会議を行うに留まっており、プロジェク

トの進捗状況の確認や成果の達成度の確認といった点では十分な配慮がなされていなかっ

た。 

 

 

（４）インパクト 

＜上位目標達成の見込み＞ 

本評価の段階で、達成見込みを判断することは時期尚早である。 

 

＜人的資源へのインパクト＞ 

中間評価の時点で現れたインパクトとして、1)何より研修生全員のモチベーションが上がった

こと、2)各人の業務への関心や進展につながったこと、3）タイにおける研修後、研修実施機関

の講師や、同じ研修を受けた受講生同士がインターネットを通して意見交換、技術指導、診断

方法の交換を行っており、地域間の研究者のネットワークが構築されたことなどが見られる。 

 

＜政策・組織的なインパクト＞ 

徐々に地域間の協力が高まりつつある。例えば、年 2 回のコーディネーター会議の開催や、

日本人、タイ人などプロジェクトスタッフによる周辺国訪問を通して、政策の決定権を持つ人物



（局長、所長、部長など）が家畜衛生に関わる機会が増え、施策の進展に良い影響を与えてい

る。 

 

＜技術的なインパクト＞ 

技術的なインパクトの良い事例として、以下のものが見受けられた。 

１）１つの事例として、ベトナムの研修生が帰国後、研修で学んだ新しい技術を獣医師や学生

に移転するため、自国内で研修を行った。 

２）ミャンマーの例では、研修で学んだ技術を活かし、ブルセラワクチン製造のセクションが研

究所内に新たに作られ、プロジェクトの支援で機材や薬品も供与され、製造が開始され

た。さらに、FMD ワクチンが牛だけだったのが、研修後、豚用のワクチンも製造できる技術

が習得された。 

３）カンボジアの例では、組織培養技術が、他のウイルス病にも応用できるようになった。 

４）各国の研究所の活動は、プロジェクトの支援によって、以前より活発になり、地方からのサ

ンプルが集まるようになったとの報告もあった。 

５）カンボジアの例では、サンプル採集さえできなかったものが、疫学調査を通しデータを採

集し、信頼できる結果を出せるようになった。 

６）個別研修の実施を通して、講師側の教育・技術能力、さらには知識経験や英語力の向上

にまでインパクトを与えている。また、情報の蓄積や日本人専門家からの技術移転によっ

て、研修実施機関の組織力の向上が図られてきている。 

 

＜その他予期されなかった正負の影響や波及効果＞ 

本件の存在によって、鳥インフルエンザの発生という重大な疾病に対しても対応が可能とな

り、また関係者の間での連携が強まった。 

 

 

（５）自立発展性 

＜各国の組織の自立性＞                                       

タイ、マレーシアの場合は、共に中進国として畜産分野発展政策が採られており、将来の自

立発展については期待できる。一方 CLMV 各国に関しては、政策的には家畜衛生分野の改

善を掲げているものの、まだまだ人材、施設、予算が十分でないため、自立化の道はまだ遠い

い。 

 

＜研修実施機関（タイ・マレーシア）の自立性＞                                

研修実施機関は、既に日本からの長い協力関係があり、施設、機材始め、独自の予算と人 

材を抱えており、自立発展性に問題はない。 

 

＜各国の家畜疾病防除活動の自立性＞                                    

各国の組織体制により相違しており、現時点でその判断を下すことは早急である。但し、 

家畜疾病対策は各国とも政策として優先順位が高いため、今後も活動は継続していくと思われ

る。プロジェクト後半に向かって、この点を踏まえ、研修を受けた個々人のノウハウを共有し、か

つ疾病診断を始め必要な措置がどう講じられるかを考え、人材育成やシステム体制作りへの協

力を行う必要がある。特に、プロジェクト前半は中央研究所/試験場の技術職員への研修が主

たる対象であったが、今後、各国での国内活動にシフトしていく予定で、いかに、帰国研修員

が中心になって企画運営できるかが課題となる。 

 

＜タイによる周辺国への技術指導の自立性＞                                 

タイの研修受入れ機関である NIAH 及び DVB、DVE では、JICA 活動以外にも、他の機関 

からの研修員を絶えず受け入れるなど、長い経験を有しており、研修活動を業務の一部として



実施する体制ができあがっており、組織体制は完備しているといえる。  

 

＜機材の維持管理面＞ 

タイ及び周辺各国に供与された機材は、現在ほぼ適切に使用、維持管理されている。 

   

＜財政的側面＞ 

タイ及びマレーシアにおいては、各国独自の技術協力活動（タイの第三国研修、マレーシア

の MTCP）が既に展開されてきており、財政的な面でも、確実に自立発展が可能と判断され

る。他方、カンボジアとラオスに関しては、独自の日常運営費も十分でなく、少なくともこれから

数年は財政的自立を求めることは困難である。ミャンマーとベトナムの畜産・獣医当局は、日常

運営のための予算を持っているが、不十分である。 

 

3-2 効果発現に貢献した要因 

（１）研修が講義中心でなく、繰り返し行う実習実技型（OJT）の訓練であること、また個別あるい 

は少人数研修であり、丁寧な指導が可能であることから、研修の有効性が高い。 

（２）過去の JICA 協力によるマニュアルやテキストを活用、あるいは改訂したものを積極的に用 

  いて各研修が実施されている。こうした教材は研修生のみならず、研修生の帰国後に他の 

同僚などと共有しており、有益である。 

（３）研修生が学んだ技術を活かすため、研修終了時に、薬品など消耗品などをプロジェクトの

現地業務費で提供しており、研修で学んだ技術や診断が即、活用可能となった。 

（４）他ドナーとの協力関係においては、特にOIEやFAOと協調して実施を図ったこと、さらに各

周辺国での活動においては、EU や世銀、FAO/IFAD など各国の主要支援ドナーと協力体

制を構築しており、効率的であった。 

（５）ベトナムの場合、豚コレラのワークショップなど、本プロジェクトの活動を通じて、関係する家

畜衛生機関の関係改善、強化に結びついた。一方、ベトナムにおいて JICA プロジェクトが

実施されており、機材の適正や設置などの点で助言や確認を得ることができた。 

 

3-3 問題点及び問題を惹起した要因 

一方、プロジェクト効果発現を阻害したと思われる要因として、次のものが挙げられる。 

（１）ASEANが実施している家畜衛生に関する各国の情報やデータの蓄積を推進すべき情報シ

ステム（AHPISA）の開発に進展が見られず、情報を活用することができなかった。 

（２）当初の計画では、国際原子力機関（IAEA）がタイの口蹄疫診断センターに委託して、診断

液を生産し、標準化した後、2003 年末までに東南アジア諸国に配布の計画であった。しか

し、IAEA の計画は大幅に遅れている。現行で、IAEA のプロジェクトは進行しており、今後、

診断液の配布を行う予定である。 

 

 

3-4 結論 

本プロジェクトの活動レベルについては成功裏に達成されている。今後は、活動をアウトプッ

トとしてつなげるための方向性や具体的な便益を定め、プロジェクトで取り組む必要がある。 

 

３-5 提言 

（1）プロジェクトオフィスとナショナル・コーディネーターの機能と役割 

プロジェクトの R/D の記載に基づき、タイ側のプロジェクト実施機関と各国のナショナル・コー

ディネーターがより積極的に活動の計画やモニタリングに参加することが必要とされる。具体

的には、タイ畜産開発局に設置されたプロジェクトオフィスは、プロジェクト全体の計画管理、

実施調整を行い、各国のナショナル・コーディネーターはそれぞれの国での活動の運営及

び技術的な事項に責任を持つ。 



（2）各周辺国での国内活動の強化 

プロジェクトの後半においては、研修を通じて得られた技術の各周辺国における応用、実践

をさらに推進していくことが期待される。具体的な活動内容については、各国の優先度にお

いて計画が策定されるべきであり、専門家の派遣や機材供与による支援を得て、帰国研修

員が活動の核となって実施する。 

（3）消耗品の供給システムの改善 

帰国研修員にとって、診断薬などの消耗品の安定的な供給の欠如が、自国での活動を実

施していくうえで最大の阻害要因となっている。このため、診断用の抗原や抗血清、標識抗

体などの重要な診断薬の持続的な供給システムが必要とされている。評価調査団としては、

関係者の間でこのための議論を早急に開始することを提言する。 

（4）技術情報の共有の促進。 

各国関係機関の技術レベルの改善と技術内容についての相互理解を促進するためには、

診断技術、ワクチン製造、家畜疾病対策の状況などについての技術情報を、地域内で共有

することが重要である。この目的のために、関係各組織、関係者の間の密接なコミュニケー

ションをさらに促進することが必要である。 

 

3-6 教訓 

（1）本件においては、多くのタイ及びマレーシアの専門家の技術能力が活動に大きく貢献して

いる。このような、域内専門家の活動は今後も積極的に継続されることが望ましい。 

（2）本件においては、OIE や FAO などの国際機関や他の二国間ドナーとの間に、密接な連携

を維持しており、高く評価される。今後ともこのような連携を維持することにより、顕著な技術

協力効果を挙げることが期待される。 

（3）広域協力は、地域の共通課題としての特定疾病問題についての対策を講ずるのに効果的

であるとともに、地域の技術的・人的資源を有効に活用することにより、技術的な基盤を整

備・改善していくためにも有効な方法と認められる。 

（4）広域協力においては、関係者間でのフレームワークの共通理解の促進、各国に対する投入

と優先課題との齟齬を防止するために、プロジェクト運営管理・調整の役割がきわめて重要

な要素となる。 

 



第１章 評価調査の概要 
 

  １－１ 調査団派遣の経緯と目的 

タイ及びその周辺国（カンボジア、ラオス、ミャンマーやベトナムなど）においては、

近年、地域内の政治・経済状況が改善されて、また、国境を越えた農作物を始めとする流

通が盛んになってきている。その中でも、タイと周辺国との間では国境を越えた家畜の移

動が増えてきており、家畜疾病に対する組織的、技術的な体制が十分でないなか、これら

国境を接する国々における家畜衛生をめぐる状況は悪化してきている。このことは家畜の

生産性、家畜生体及び畜産物の取引に悪影響を及ぼしている。このように家畜疾病の発生

は畜産業にとって重大な損失をもたらしていることから、これら家畜衛生の現状の改善と

病気の発生を防ぐため、地域的な戦略の確立が急務となっている。 

こうした背景から、1998 年、タイ国政府から我が国に対して、広域技術協力「タイ及び

周辺国における家畜疾病防除計画」の要請があった。これを受けて JICA は、5 度にわたる

調査を実施し、タイを初め参加予定国（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム、マ

レーシア）との協議を行い、活動の枠組みを策定した。その結果、2001 年 12 月 25 日から

5カ年にわたる協力が開始された。 

プロジェクト開始から 3 年が過ぎた時点であり、達成状況、終了へ向けた方向性を確認

することを目的として運営指導調査（中間評価）を実施した。 

 

 １－２ 調査団の構成と調査期間 

本調査は、タイに加えて周辺 4 カ国（マレーシアは協力国であり、今回現地調査は実施

しなかった）も対象としたため、周辺 4カ国については、下記のとおりチーム A、チーム B

に分かれて行った。なお、日本側に加えてタイ側も調査団員として加わり、日本人専門家

及びマレーシアのナショナル・コーディネーターもアドバイザーとして周辺国の調査に加

わった。 

 

＜チーム A 調査団員＞ 

1 高間 英俊 JICA タイ事務所 次長  

2 吉村 史朗 農林水産省 動物検疫所 成田支所長 

3 鈴木 和哉 JICA タイ事務所 所員 

4 松本 彰 タックインターナショナル コンサルティング部 部長 

5 Dr. Nimit Traiwanathan Director, National Institute of Animal Health  

6 Ms.Suthanone 

Fungtammasan 

Senior Program Officer, Department of Technical and 

Economic Cooperation (DTEC) 

＜チーム A アドバイザー＞ 

1 柏崎 佳人 短期専門家（家畜疾病防除） 

2 Dr. Ong Bee Lee Malaysia, National Coordinator, Department of 

Veterinary Services (DVS) 
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＜チーム B 調査団員＞ 

1 多田 融右 国際協力総合研修所 国際協力専門員（家畜衛生・畜産開

発） 

2 筒井俊之 動物衛生研究所 予防疫学研究室長 

3 中村 貴弘 JICA 農村開発部 水田地帯第三チーム 職員 

4 Dr. Prachak Thiratinrat Director, Bureau of Veterinary Biologics, Pakchong

2 Ms. Attaya Memanvit Program Officer, Department of Technical and 

Economic Cooperation (DTEC) 

＜チーム B アドバイザー＞ 

1 佐々木 正雄 長期専門家（チーフアドバイザー） 

 

調査は、11月10日から評価分析団員が先行して実施し、ミャンマー及びラオスにおいて、

関係者へのインタビュー調査などを行った（ミャンマー：11/14～17、ラオス：11/17～20）。 

11 月 24 日からは、他の団員がバンコクにおいて合流し、周辺国を含む調査を行った（詳細

は、別添の Evaluation Report を参照のこと）。 

 

 １－３ プロジェクトの概要 

 本プロジェクトの概要については以下の通りである。なお、今回の中間評価調査で PDM

の修正を行ったため、それに基づいた記載としている。 

（１）上位目標：タイ及び周辺国において家畜衛生の改善が促進される。 

（２）プロジェクト目標：タイ及び周辺国において家畜疾病防除技術が改善される。 

（３）成果： 

 ア 口蹄疫を含む家畜疾病を効率的にコントロールすべく、地域協力体制及び人材等が

強化される。 

 イ 家畜疾病診断技術が向上する。 

 ウ ワクチン製造及び品質管理技術が向上する。 

 エ 家畜検疫技術が向上する。 

（４）活動： 

  ア  効率的な家畜疾病防除のための地域間協力体制及び人材等の強化 

1) 地域間協力を行うための人的、組織的リソースの開発 

2） 職員の研修及び機材供与を含むプロジェクトを通した各国計画の企画及びその実施 

  イ  疾病診断方法の改善 

1） 診断技術の強化 

2） 疾病や技術に関する情報の発信と共有 

  ウ  ワクチン製造及び品質管理技術の改善 

1） ワクチン製造技術の強化 
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2） ワクチン品質管理技術の強化 

  エ  家畜検疫技術の改善 

1） 検疫に係る技術概念と実際の検疫手法適用の促進 

2） 選定された重要国境地点での疾病探知技術の強化 

（５）長期専門家：チーフアドバイザー、業務調整員、家畜疾病防除技術 

（６）実施期間：2001 年 12 月 25 日～2006 年 12 月 24 日 

（７）対象国：タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム、マレーシア（協力国） 
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第２章 評価の方法 

 

本件調査は、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）手法を用い、以下の手順で

評価を実施した。 

 

（１）評価手法 

本中間評価は、PCM 手法に基づいて行われた。PCM 手法による評価とは、プロジェクト運

営管理のための要約表である PDM を用い、協力開始時から評価調査時点までの投入、活動実

績を踏まえたうえで、以下の評価５項目（目標達成度、妥当性、効率性、インパクト、自立

発展性）の観点から行う多面的評価である。 

(1) 有効性

(Effectiveness) 

プロジェクトの「成果」が、どの程度達成されているか、及びそれが「プロ

ジェクト目標」の達成にどの程度結びついているかを分析・評価する。 

(2) 妥当性

(Relevance) 

評価を実施する時点において、プロジェクトの目標や上位目標が、タイ国及

び周辺国の政策、並びに受益者のニーズ等に合致しているか、計画内容は妥

当であるか、プロジェクトのアプローチは妥当かなどを分析・評価する。 

(3) 効率性

(Efficiency) 

プロジェクトの「投入」から生み出される「成果」の程度を把握し、手段、

方法、期間、費用の適切度を分析・評価する。 

(4) インパクト

(Impact) 

プロジェクトの実施によりもたらされる、より長期的・間接的効果や波及効

果など、プラス・マイナスの影響について分析・評価する。 

(5) 自立発展性

(Sustainability) 

プロジェクトによりもたらされた成果が協力終了後も持続・拡大され得るか

どうかを把握し、実施・関係機関の自立度を政策面を始め、運営管理面、財

務面、技術面その他の観点から分析・評価する。今回は中間評価でもあり、

その見通しにつき考察する。 

 

（２）PDM(調査時の際の PDM) 

本プロジェクトにおいては、2001 年 3 月の実施協議調査で、TSI や PDM などのプロジェ

クトの大枠が関係者で合意され、参加国であるカンボジア、ラオス、ミャンマーとの間でミ

ニッツ署名がなされている（拠点国であるタイとは2001年12月にR/D署名。またベトナム、

マレーシアについても後日、ミニッツ署名）。また 2002 年 7 月の運営指導調査団によって、

プロジェクトの指標が全面的に見直されるなど、所要の PDM の修正が行われ、同手法に基

づき、PDM が活用されている。 

今回、中間評価を実施するにあたり、PDM については全体の論理構成に大きな問題はない

ため、現状の PDM を用いて評価を行った。しかし、より現実に即し、かつプロジェクトのモ

ニタリングを行えるツールとなるように、次の観点から PDM を見直すこととし、今後活用す

ることとした。 

①具体的でモニタリング可能な指標及び入手手段の設定のための変更 

②現実に即した活動内容の見直し 

 

  なお、PDM の変更点は以下の通り。 

 - 4 -



 

＜上位目標の指標＞ 

（現行）家畜の疾病発生率 

（変更後）CLMMVT 各国での家畜疾病防除の分野における持続可能な体制整備 

＊CLMMVT とは、カンボジア、ラオス、マレーシア、ミャンマー、ベトナム、タイの 6 カ国

を指す。 

 

＜上位目標の入手手段＞ 

（現行）OIE(国際獣疫事務局)レポート、FAO 報告書、政府の統計資料 

（変更後）・CLMMVT 各国間の地域あるいは二国間会議のミニッツや合意文書の内容 

・各国の関係機関や責任者へのインタビュー 

 

＜プロジェクト目標及び成果の入手手段＞ 

以下のものを今回、有益なデータ、報告書として加筆することとした。 

（変更後）家畜衛生基本情報に係る質問票（プロジェクト活動に係るモニタリング評価）、

周辺各国のモニタリング評価シート、ナショナル・コーディネーター会議報告書、周

辺国での活動進捗報告書、質問票回答結果 

 

＜成果の指標＞ 

以下、新しく指標を１つ、付け加えた。 

（変更後）２－２共有され、発信された技術情報の内容とその数 

 

＜活動のプロジェクト要約＞ 

（現行）２－２感染症に関する情報の収集、分析、発信 

２－３基礎的な疾病情報システムの開発 

現行の上記活動２－２及び２－３を以下のように修正した。 

（変更後）２－２疾病や技術に関する情報の発信と共有 

 

＜活動の外部条件＞ 

現行、空欄であったが、以下の条件を加筆した。 

（変更後）各国でナショナル・コーディネーターが配置され、各国での調整の役割を果たし、

かつプロジェクトのモニタリングを行うこと。 

 

（３）モニタリングシートの設定 

本件は 1カ国での実施ではなく、複数の国が参加し、各国で活動が行われるという「広域」

プロジェクトであることから、各国別のモニタリングシート（各国 PO をもとにして）を作

成した（評価レポートの別添の通り）。それに基づき、各国別の活動とそれに伴う指標ある
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いは指標入手手段を再度、確認した。 

このモニタリングシートは、各国の事情に応じた活動及び成果の進捗状況をモニタリング

するのに適切なツールと判断されたため、PO のフォーマットの中に組み込むこととし、こ

れについて、合同調整委員会において合意した(Minutes of Meeting の添付資料参照）。 

 

（４）評価の流れ 

タイにおいて、タイ側も含む評価団内で評価手法や調査の流れを確認した後、本プロジェ

クトに係る評価視点を検討した。 

その後、2 つのグループに分かれて 1 グループはカンボジア及びベトナムでの現地調査、

もう１つのグループはミャンマー及びラオスで現地調査を実施した。 

タイに戻り、調査団員全員で調査結果を再度協議、検討したうえで、最終的に評価調査結

果案を作成した。本評価調査結果は、カウンターパートや各国ナショナル・コーディネータ

ーが出席するナショナル・コーディネーター会議で説明され、出席者からのコメントやフィ

ードバックを受けたうえで、評価報告書は日本及びタイ双方の調査団長によって署名され、

合意された。 

評価結果は、合同調整委員会の場でも、本評価結果につき説明がなされ、質疑応答を行い、

その結果はミニッツに取りまとめられた。 

調査実施上の情報収集については、以下の通りである。 

 

ア 評価グリッド 

上記の評価設問に基づき、評価デザインとして「評価グリッド」（案）（和文・英文）に整

理した。その後、このグリッド案を各調査団員からの助言をもとに改訂し、現地調査にて確

認、あるいはヒアリングを実施した。評価グリッドは別添の通り。 

 

イ 質問票 

現地調査に先立ち、評価分析団員が評価グリッドをもとに、元研修参加者に対する質問票

（案）を作成し、事前にプロジェクトから、ナショナル・コーディネーターを通して各国の

元研修参加者に配布した。今回の調査の場合、対象国が複数であるとともに、事前準備に係

る調査時間が制限されていたため、質問票は、元研修参加者にのみ行うこととし、他の受益

者あるいは関係者に対しては、以下述べるように、現地調査でのヒアリングとその場での質

問票配布及び回収によって行うこととした。質問票及び回答結果取りまとめ（英文）は別添

の通り。 

 

ウ プロジェクト関係者との面談、インタビュー、協議 

本プロジェクトの達成度や成果を捉えるうえで、プロジェクト関係者に対するグルー

プ及び個別インタビューを評価分析団員が実施した。対象は、日本人専門家、タイ人カ
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ウンターパート、研修実施機関の関係者、ナショナル・コーディネーターを始め各周辺

国の担当省庁職員、受益者（各周辺国の畜産・衛生当局の職員、研修受講生など）であ

る。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 

３－１ 各国における活動実績と成果の達成度 

 成果 指標 
成果１ 口蹄疫を含む家畜疾病を効率的に

コントロールすべく、地域協力体制

及び人材等が強化される。 

1-1 プロジェクトの周辺国間の家畜衛生

に係る人的・情報の蓄積共有 

2-1 各国で利用された国際的に承認され

た診断方法の件数 
成果２ 

家畜疾病診断技術が向上する。 
2-2 共有され、発信された技術情報の内

容とその数 
成果３ 

ワクチン製造及び品質管理技術が

向上する。 3-1 製造されたワクチンの種類と検査数

4-1  各周辺国間の家畜検疫手続きの調

和 
成果４ 

家畜検疫技術が向上する。 4-2 国境や選定された重要国境地点で

の各国衛生施設で、手続きの調和により

検疫をパスした家畜の数 
 

 

本プロジェクトの成果、及び指標は以下の通りである。これに基づき、各国ごとに実績

を記載する。 

 

（１）各国共通事項 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 

（ア）一般的な事項 

  National Coordinator 会議（これまで７回開催）、「NEWS LETTER」、Ｅ-mail 等の媒体

による情報交換に加えて、実際にプロジェクト事務所の日本人職員及びタイ政府職員が

周辺国に出張、調整を進め、意思疎通、連携の強化を図ることにより協力体制の強化等

に努めている。 

     今後、更なる強化を図り、もってプロジェクト推進の礎としていくうえで、キーワー

ドは「相互理解」、「連携・連帯」、「求心力」、「推進力強化」であり、このため①上記の

既存媒体に限らず、機会を捉えてあらゆる媒体を駆使することに加え、②大臣クラスの
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高官にまで情報提供に努め、プロジェクトへの理解と支援を求めていくこと、が重要で

ある。 

（イ）研修に関する事項 

これまでに延べ 30 回（①タイ：27 回、マレーシア：3 回、②診断：21 回、ワクチン：

7 回、動物検疫：1 回、獣医疫学：1 回）開催され、周辺国から 57 名（カンボジア：10

名、ラオス：12 名、マレーシア：10 名、ミャンマー：14 名、ベトナム：11 名）が受講

した。受講生は総じて研修内容に満足している。 

タイ及びマレーシアにおいて実施される研修については、これにより周辺国の受講生

と講師との間の連携体制が構築され、研修終了後も、円滑な情報交換を行ううえで通信

媒体に問題なしとはいえないが、その連携は継続し、受講生から研修内容についての補

足的な指導を受けるためのやり取りのほか、新たな関連情報の提供依頼があり、有効に

活用されている。ただ、今後、更なる有効活用を期すうえで、①受講生の研修計画に不

可欠な研修企画担当者への履歴書の送付が遅れていること、②受講生候補の数が少ない

こと、受講予定者の事情から受講できなくなり次候補を当てる場合に研修内容と次候補

のバックグラウンドが必ずしも一致しない不適格な受講生の選定があること、③語学能

力が不十分な受講生がいること、の問題点がある。 

 

成果２：家畜疾病診断技術 

疾病診断技術に関する研修により、周辺各国とも、口蹄疫、出血性敗血症、豚コレラ及

びニューカッスル病の四大疾病に関しては診断能力が改善したとの自己評価をしており、

研修成果がみられる。しかしながら、周辺国では診断用の機具器材の不足等の問題により、

移転技術の確立、日常検査業務での応用に支障をきたしている。この検査に不可欠な診断

用器材について、タイ及びマレーシアが研修の機会に自ら診断用器材を提供していること

は高く評価されるところであり、また GZT、IFAD、ACIAR、Aus-AID、EU、ADB 及び JICA 等

からの支援もあって、この問題をしのいでいるところであるが、疾病調査の安定的推進の

ためタイ及び周辺国は自ら持続可能な診断用器材配布体制の整備を検討する必要がある。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

ASEAN 諸国で流通しているワクチンについては次のような事情がある。 

①ASEAN 地域に輸入、流通されるワクチンの安全性、効能効果に関する ASEAN 基準がある。 

②したがって、地域内流通ワクチンは地域内生産ワクチンか、輸入ワクチンであるが、 
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  輸入ワクチンの ASEAN 基準充足の確認作業は必ずしも行われていない。 

③周辺国における国家ワクチン製造については、十分な予算がないこと、このことも一つ

の背景となって製造ワクチンの検定が必ずしも的確に実施されていないこと等の問題が

ある。 

このようなことから、とりわけ周辺国における国家ワクチン製造については、今後、安

定的、持続可能なものとするため、製造コストの適切な回収、健全な収支を視点に入れ

て検討する必要がある。 

 

成果４：動物検疫技術の向上 

タイ及び周辺国は互いに国境を接するという地理的条件から、動物及び動物産品の不法

移動の取締りには困難を伴うが、本プロジェクトの研修における診断技術の習得及び今般

の鳥インフルエンザの緊急防疫対応により、タイ及び周辺国は動物検疫の的確な推進にな

にがしかの自信を持てる状況となった。また冷静に事実関係を見れば、タイ及び周辺国に

は既に、マレーシアとカンボジア及びミャンマーとの二国間の輸出入家畜衛生条件を取り

決め、タイとラオスの二国間の疾病対策、「Malaysia-Thailand-Myanmar Peninsular 

Campaign for FMD Freedom（MTM）」等のほか、チェックポイント等で臨床検査を平常業務

として実施している等の実績があることから、今後はこれらを基礎、核としていかに拡大、

発展させるかが着眼点になるものと考えられる。 

 ただ、本プロジェクトを発展させるうえで、単に身内の技術移転のみにとどまらず、利害

関係者の取り込みが極めて重要であり、そのためには動物検疫の対象者となる動物、動物

産品の流通業者等に安心・安全、遵法の重要性を説くセミナー等を開催し、動物検疫の理

解、支援の輪を広げるとともに、動物及び動物産品の end-user たるタイ及びマレーシアが

リーダーシップを執ってこれまでの実績も披露しつつ周辺国に対して対応可能で、将来的

には本プロジェクトで移転される診断法も取り込んだ輸入条件を課し（移転技術の活用環

境の醸成）、地域内の動物検疫体制の底上げに取組んでいくことが重要である。 

 

（２）タイ 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 

NIAH や口蹄疫診断センターにおいて、これまで約 60 名の研修員を受け入れており、この

プロジェクトに対する貢献は大きい。また、受け入れ研究機関においても、研修内容やコ

ミュニケーションなどに苦労したとの声は聞かれたものの、概ね問題なく研修を実施して
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いると考えられる。一部では、研修終了後帰国した研修員がタイ側専門家に連絡して技術

的アドバイスを求めるなど、本研修を通じて、地域における人的なつながりも構築されつ

つある。今後、地域の中核診断研究機関として、タイのラボが果たす人的・技術的役割は

益々重要となると考えられる。タイの専門家が周辺国で活動すること自体に否定的な声は

聞かれなかったが、鳥インフルエンザなど国内問題も抱えるなかで、マンパワーの確保を

問題とする意見が出されていた。 

 

成果２：家畜疾病診断技術 

タイはこの地域で問題となっている疾病に対応する基本的な技術は備わっており、周辺

国と問題を共有できるという意味で、先進国が行う以上に的確な診断技術の移転が可能で

ある。個々の疾病についてのより高度な最先端技術の導入については、今後のタイ側によ

る研究活動のレベルアップの問題であると思われる。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

これまでの日本の技術協力によるところもあり、口蹄疫ワクチンを始め、タイのワクチ

ン製造及び管理技術は大幅に改善されてきている。また、パクチョンに新たな豚コレラワ

クチン製造施設を建造するなど施設も充実している。今後、口蹄疫を除くワクチン製造業

務の民営化が検討の俎上に載っている点を注視しておく必要がある。 

 

成果４：動物検疫技術 

IAEA と協力して口蹄疫ワクチンの配布を行うなど、国際機関（FAO、OIE）を通じて地域

内の動物検疫システムの改善に努力しており、地域内のリーダー国としての役割が期待さ

れる。 

しかしながら、不法な家畜移動の制御は未だに難しく、地域内で協調した動物検疫シス

テムの構築までには多くの解決すべき問題がある。 

 

（３）カンボジア 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 

タイにおいて 10 名（疾病診断：8 名、動物検疫：1 名、疫学：1 名）、我が国において 

１名が研修に参加した。研修効果については、質問票に基づく評価によれば人的資源への

効果に関して、口蹄疫等四大疾病の診断能力が向上した状況にあり、また受講者自身も総
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じて研修内容に満足していることから、検査担当者レベルの技術そのものの移転は進展し

ているものと判断される。 

 

成果２：家畜疾病診断技術 

8 名が７疾病／分野（四大疾病を含む）の診断法についての研修を受講したが、National 

Animal Health and Production Investigation Center では、上記（１）イの問題により受

講診断法のうち四大疾病の 1～2 疾病についてのみ基礎的診断法を移転確立し、日常の検査

業務に活用しているのが現状である。また、同 Center では診断結果等の疫学情報を蓄積し、

この情報に基づく家畜管理に関するアドバイスとともに農家にフィードバックする努力が

続けられている（１名が獣医疫学に関するワークショップに参加している）。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

ワクチンは国内生産されていない（ワクチンに関する研修の受講者はいない）。このた 

め国内流通ワクチンは輸入ワクチンのみである。ワクチン行政における政府の関与に関し

ては、流通に先立って効能・効果、安全性の確認のための検査、この結果に基づく承認と

いう行政手続きは執られていないが、ワクチン利用にあたって大型反芻動物に対する口蹄

疫及び出血性敗血症のワクチン接種については行政が関与する仕組みとなっている。 

 

成果４：動物検疫技術 

マレーシア向けの牛及び水牛の検査を行う動物検疫所（カンボジア南部所在）が唯一、

一カ所機能している現状にある（動物検疫に関する研修の受講者一名がこの動物検疫所で

業務を行っている）。東南アジアで鳥インフルエンザが発生した際には、動物の移動規制が

強化された。 

 

（４）ラオス 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 

タイにおいて 11 名（疾病診断：6 名、ワクチン製造：3 名、動物検疫：1 名、疫学：1 名）、

マレーシアにおいて１名（鶏病診断）、我が国において１名（豚病診断）が研修に参加し、

この研修のフォローアップとしてタイ専門家が５回派遣された。受講者は総じて研修内容

に満足していることから、検査担当者レベルの技術そのものの移転は進展しているものと

判断される。 
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成果２：家畜疾病診断技術 

8 名が 8 疾病／分野（四大疾病、疫学を含む）の診断法等についての研修を受講した。 

この結果、National Animal Health Center の個々の検査担当者レベルの知識、技術は向上

し、受講者から同僚検査担当者への受講内容の伝達も行われているが、上記（１）の（イ）

の問題があって、受講内容を日常の検査業務に活用できている疾病の数は多くはない。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

３名が HS、ND 及び CSF のワクチン製造に関する研修に参加し、タイの専門家が２回、現

地のワクチン製造センターに赴き、研修を実施した。同センターの主要施設、機器につい

ては EU による修復が行われた。本プロジェクトによる研修及び器材供与により同センター

のワクチン製造能力の改善が進んでおり、具体的には ASEAN スタンダードによる１バッチ、

24,000 ドースのオイル・アジュバンド・ワクチン（HS）の製造を行っており、今後、ワク

チン用アジュバンドをアルミニウム・ゲルからオイルに転換する計画となって成果が現れ

ている。 

 

成果４動物検疫技術 

動物検疫場所としては、係留検査機能を有した施設はないが、チェックポイントが 13 カ

所設置されている。このチェックポイントには 26 名の職員が配置され、要検査動物の臨床

検査、書類審査が行われている。この検査のためのマニュアルはない。国境地帯にある疾

病の防除のためのラオスｰタイ共同プロジェクトが 2002 年から進められており、これまで

二国間協議が４回開催された。 

 

（５）ミャンマー 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 

これまでタイで 13 人（疾病診断：6 名、ワクチン製造：5 名、動物検疫：1 名、疫学： 

1 名）、マレーシア（疾病診断：1 名）と日本でそれぞれ 1 人が研修を受けている。研修内

容についての満足度も高く、地域内のタイで研修を実施することの意義も理解している。

研修員は、研修終了後も派遣前と同じ職場に復帰しており、新しい技術を導入する意欲は

感じられた。 

  しかしながら、研修員の人選が不透明であり、研修すべき技術の優先度やその後の疾病

対策への応用を考慮していないなどマネージメント面での問題が認められた。 
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成果２：家畜疾病診断技術 

 中央診断ラボにおいて、診断液や設備の不足はあるものの、口蹄疫、ニューカッスル病、 

出血性敗血症の基礎的な診断は可能である。また、研修を通じて、オーエスキー病や狂犬

病の診断の改善も図られている。しかしながら、豚コレラの診断について、タイで研修を

受けたものの、研修員がマンダレーの地方ラボにいることもあり、中央診断ラボでは診断

ができない。このため、診断機能をマンダレーに集約するため、中央診断ラボから機材を

輸送せざるを得ない状況にある。ラボの技術者は新しい技術の導入に意欲的であり、また、

かつて日本が供与した技術を維持しているところもあり、個々の技術者の能力は低くない。  

 しかしながら、診断液や設備の不足から習得した技術が実際に応用できていないことも

多い。特に、若手の技術者が不足するなかで、ラボの技術者の高齢化が進んでおり、ラボ

としての診断技術の維持が困難となってきている点が懸念される。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

このプロジェクトを通じて、5 人の研修員が口蹄疫やニューカッスル病などのワクチン製

造に関する技術を学んだ。この結果、ワクチンの品質管理が改善されるとともに、新たに

豚用の口蹄疫ワクチンやブルセラ病ワクチンの製造が行われるなどの成果も出ている。 

しかしながら、口蹄疫ワクチンの製造施設の老朽化が進み、設備や資材の不足と併せて

製造量の増加は見込めない状況にある。これらの整備には大規模な投入が必要であること、

ワクチンの配布・流通方法にも改善の余地があることを考慮すれば、本プロジェクトでワ

クチン製造能力の改善を目指すことには無理がある。  

 

成果４：動物検疫技術 

近年の検疫実績は、マレーシアに輸出された牛と羊のみである。これらの輸出検疫は口

蹄疫のワクチン接種などマレーシアの輸入条件に従って実施されており、技術的な問題は

生じていない。現在、OIE の口蹄疫プロジェクトのもと、マレーシアとタイの国境地域にフ

リーゾーンを構築することを目指して、集中的に抗体検査や啓蒙活動を実施している。 

 

（６）ベトナム 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 

タイにおいて 10 名（疾病診断：７名、動物検疫：１名、ワクチン：１名、疫学：１名）、
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マレーシアにおいて１名（鶏病診断）、合計 11 名（Department of Animal Health(DAH)：8

名、National Institute of Veterinary Research（NIVR）：3名）が研修に参加した。研修

効果については、受講者自身は総じて受講内容に満足していることから、検査担当者レベ

ルの技術そのものの移転は進展しているものと判断される。 

 

成果２：家畜疾病診断技術 

DAH は現場から報告のある事例について診断業務とその結果に基づく発生予防及び蔓延

防止の業務を、NIVR は研究業務の他、自ら収集した事例等について検査、診断業務を行っ

ている。９名が７疾病／分野（四大疾病を含む。）の診断法についての研修を受講し、DAH

においては、もともと四大疾病の基礎的診断はできると診断対応能力をある程度高く自己

評価しているが、今後、研修における習得技術の移転確立、日常の検査業務への反映、活

用を通じて基礎的診断からの飛躍を図るうえでは他の周辺国と同様に上記（１）の（イ）

の問題が存在している。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

国内流通ワクチンは輸入ワクチン及び国産ワクチンである。農業農村開発省はワクチン

製造センターにおいてワクチンを製造しており、このワクチンの市場放出にあたりセンタ

ー自らの自家検定と DAH の検査を受けている。適正流通を徹底するうえで、ワクチン売却

収入が財源になっていること、DAH の検査終了時にはワクチンの中には既に市場放出されて

いるものもある等の問題がある。なお、ワクチンに関する研修の受講者は DAH の検査部門

の職員であった。 

 

成果４：動物検疫技術 

中国、ラオス、カンボジアとの国境沿いで相変わらず動物の不法移動が続いており、DAH

は特に口蹄疫に関してラオス、カンボジアの隣接国が十分な診断能力を有していないこと

を問題視する一方、この不法移動に適切に対処するうえでは疾病摘発のための診断技術も

上記（１）の（イ）と同様、基礎的診断にとどまり、また政府としての対応強化にも限界

があるため、組織定員、機器等が十分ではないと自ら評価している。 

 

（７）マレーシア 

成果１：効率的な家畜疾病（口蹄疫を含む）の防除のための地域間での協力体制及び人材

等の強化 
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マレーシアは、9 疾病／分野で 10 名が受講する一方、我が国との技術協力等により蓄積

されてきた鶏病診断技術について、ラオス、ミャンマー及びベトナムに対して研修を実施

した。 

マレーシアは研修開催国になる等、ラオス等の周辺国とは異なり防疫体制がかなり充実

してきているが、タイ及び周辺国が一致して家畜疾病問題に取り組む時に、マレーシアが

同様に受講することはタイ及び周辺国の連携、診断技術の共通化、平準化に貢献するとこ

ろ大であり、研修への積極的参加が期待される。 

 

成果２：家畜疾病診断技術 

延べ 9 疾病／分野の診断、及び疫学に関する研修を受講した。 

 

成果３：ワクチンの生産及び品質管理技術 

本プロジェクトの活動としては、特にこの分野で実施していない。 

 

成果４：動物検疫技術 

ミャンマー、カンボジアからの動物の輸入にあたり家畜衛生条件の設定、口蹄疫清浄化

を目的とした MTM の推進等、動物検疫の的確な実施に努めている。このようなことから、

マレーシアは今後、「タイ及び周辺国」の中で動物及び動物産品の end-user としてタイと

ともに、動物検疫の的確な推進を通じたそれらの地域の衛生水準の引き上げに取り組むう

えで本プロジェクトの内外で牽引車的役割を果たすことが期待される。 

 

 

３－２ プロジェクト目標の達成度 

プロジェクト目標 指標 

タイ及び周辺国において家畜疾病防

除技術が改善される。 

1 プロジェクトの各周辺国の間で家畜疾病情報を

共有するための共通システム 

2 プロジェクト関係国の間で導入された国際的に

承認された以下の手法の件数 

  -診断 

  -ワクチン製造 

   -家畜検疫 
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（１）指標１ 

既に成果の達成度で記載した通り、本プロジェクトを通じてナショナル・コーディネー

ター会議、研修、日本人・タイ人専門家の派遣が実施されており、家畜疾病防除に係るネ

ットワークが推進されている。情報共有を行ううえで最も重要である人的ネットワークの

基礎が構築されていることから、中間段階の達成度としては、妥当であると考えられる。

今後 2 年間で、タイ側が主体となりナショナル・コーディネーター会議の推進や活動の運

営を行うことで、継続可能な情報共有のためのシステムの構築は十分に可能と考えられる。 

なお、ここでの「共通システム」とは IT 化を目的としたものではなく、継続的に情報共

有が行われる「体制」を意味するものである。 

 

（２）指標２ 

既に多くの研修や、専門家の派遣による研修のフォローが行われており（評価レポート

の別添を参照のこと）、診断、ワクチン製造、家畜検疫について、具体的な成果が見られる。 

また、マレーシアによる診断液の各国への供与と各国で診断を行う際の活用、ラオスで

のオイルアドジュバント HS ワクチンの製造、家畜疾病診断技術を検疫に応用することの検

討など、プロジェクトの成果の多くが組織の活動として取り込まれている。こうしたこと

から、中間段階の達成度としては妥当であると考えられ、プロジェクト目標の達成は十分

に可能であると考えられる。 

但し、プロジェクト目標の達成度を評価する際には、各国のモニタリングを十分に行う

必要がある。特に、上記の事例のように、具体的に、本プロジェクトで実施したどの活動

や成果が活用されて家畜疾病防除技術につながっているのか、明確に把握することが必要

不可欠であると考えられる。 

 

（３）まとめ 

 本プロジェクトの実施により、「情報共有の基盤」、「各技術の向上」それぞれについて大

きな進展が見られた。今後 2 年間で、プロジェクト目標の達成は十分に可能であると判断

されるが、そのためには、各国での活動について、より積極的なモニタリングが必要不可

欠である。 
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研修実施状況 
開催 
国 

   研修名    開催時期 カンボジア ラオス マレーシア ミャンマー ベトナム 

ＦＭＤ診断 030106－0307     ○     ○      ○     ○ 
ＦＭＤ診断 040119－0319     ○     ○     ○     ○     ○ 
ＮＤ診断 031027－1129     ○     
ＣＳＦ診断 031027－1129     ○     ○    
ＣＳＦ/ＡＤ診断 041004－1112      ○     ○     ○  
ＤＶＨ診断 021007－1129         ○ 
Rabies 診断 041101－1126       ○     ○  
ＨＳ診断 031007－1108     ○     ○    
ＨＳ診断 041101－1126        ○     ○ 
Ｂｒ診断 031027－1206     ○     
Ｂｒ/Anthr 診断 030304－0430     ○ ○   
Ｔｂ診断 030804－0912        ○  
Ｔｂ診断 040816－0910     ○        ○ 
Lept 診断 030512－0621       ○   
寄生虫病診断 030512－0712     ○      ○   
寄生虫病診断 041101－1224         ○ 
病理学診断 030804－0930      ○       ○ 
免疫化学 041101－1126       ○   

ＦＭＤ vac. 製造 030106－0302        ○  
ＦＭＤ vac. 製造 030512－0912＊        ○  
ＮＤ vac. 製造 030203－0328     ○      ○  

ＮＤ vac. 製造 031001－1128＊        ○  

ＨＳ vac. 製造 030804－0930＊         ○ 
ＨＳ vac. 製造 030106－0119    ○ ○    

Ｂｒ vac. 製造 040412－0514        ○  

動物検疫 030721－0725     ○     ○     ○     ○     ○ 
獣医疫学 031027－1031     ○     ○     ○     ○     ○ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  タ 
 
 
 
 
  イ 

   小 計     １０    １１    １０    １３    1０ 
ＮＤ診断 030907－1004        ○  
ＮＤ診断 040904－0930      ○    

ＩＢＤ診断 040904－0930         ○ 

マレ 
ーシ 
ア 

   小 計       １      １     １ 
     計     １０    １２    １０    １４    1１ 

（注）＊：ワクチンの品質管理を含む。 
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第４章 評価結果 
 

４－１ ５項目評価の結果 

（１）妥当性 

①相手国開発政策との整合性 

農畜産業は当該地域、特に CLMV 各国において依然として国の基幹産業であり、

各国とも、国家開発計画のなかで畜産振興政策を重点政策として掲げ、家畜衛生の施

策に取り組んでいる。このことから、各国の政策との整合性は非常に高いといえる。 

 

②プロジェクトが目指す目標（家畜疾病防除技術の改善）及び協力内容と対象地域・

社会のニーズとの合致 

インドシナ地域における畜産開発の振興を図るうえでは、家畜疾病はもっとも重要

で深刻な障害である。大量の家畜が国境を越えて移動する現状のなか、家畜疾病対策

を１カ国だけで実施するのは困難であり、本件のように広域プロジェクトとして、全

ての関連国が提携、協調して問題解決に取り組むことが最善の方策である。したがっ

て、タイを拠点国、マレーシアを提携協力国とし、他の周辺 4 カ国の基本的な家畜衛

生条件を改善していくという本プロジェクトの目的は、インドシナ地域の地域・社会

ニーズに十分に合致しており、地域の融和と安定にも寄与することから妥当性は高い。 

 

③ターゲットグループのニーズに係る整合性 

主要疾病の問題は各国の共通課題であることから、CLMV 各国を対象としたこと

は妥当性が高い。また各国の実施機関も、家畜衛生研究所や診断センターなど、各々

家畜衛生を行う中央機関が主な対象であり、ターゲットグループも各機関の研究者

であることから、当然ながら整合性は高い。また研修生の殆どが中堅研究者あるい

は技術者で、母国に帰国後、ほぼ全員が元の職場に復帰し、研修で学んだ分野の活

動を継続している。また各国の事情により相違するが、研修生のうち女性が 7 割を

超えており、ジェンダーバランスも取れている。 

 

④我が国支援の整合性と援助政策との合致 

我が国は、これまで 20 年近くにわたり、タイ及びマレーシアで家畜衛生分野にお

ける技術協力を実施してきており、その経験をもとに培われてきた人材、施設をフル

に活用することにより、周辺国の家畜衛生状態の向上を図ろうとしている。また、タ

イ、マレーシア共に、インドシナにおける家畜衛生の向上には強い関心を示しており、

これら両国は、これまでの被援助国から援助国へと立場を変えつつある。一方、周辺

4 カ国は、タイ、マレーシアから自分たちの国で適応可能な多くの技術を修得するこ 
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とを期待しており、インドシナ諸国を対象とした本プロジェクトは時期的に、戦略と

しても適切であった。また、「地域協力」の形で実施することは、各国ごとで実施す

るのに比べて、効率的である。 

 

⑤プロジェクト計画設定の整合性 

当初計画では、関係国間のリソースとニーズのマッチングを図っており、プロジ

ェクトの計画として妥当性が高い。また本プロジェクトは論理的に積み上げられてい

る。但し、各国のニーズが多様、かつ相違していることから、各国のニーズやキャパ

シティに応じた詳細計画を立てていく必要がある。 

 

（２）有効性 

①プロジェクト目標の達成見込み 

既に、第 3 章プロジェクトの実績で述べたとおり、現段階で、その達成の可能性を

評価するのは時期尚早ながら、達成の見込みとして、地域としての取り組みが強化さ

れ、四大疾病に関して、人材育成を通じて、かなり達成できると推測できる。 

 

②因果関係（プロジェクト成果はプロジェクト目標を達成するのに十分であったか） 

各投入、活動はそれなりの成果を挙げているが、各国の進捗は、各人材のレベルや

モチベーション、施設・機材の整備状況、あるいは政府、ドナーの支援状況などで大

きく相違している。相対的に見ると、研修の成果を十分に活かせていないのが実情で、

ミスマッチングも所々見られる。例えば、研修生の部署が研修の科目にあわなかった

り、薬品を始め消耗品がないため、研修で学んだ技術が活用できないといった事例も

見られた。検疫については、投入の少なさもあり、明らかな効果はまだ発現していな

い。 

 

（３）効率性  

①投入の効率性（質・量・タイミング） 

＜日本人専門家＞ 

長期専門家の不在期間あるいは延長の決定の遅れは、プロジェクトの活動に影響を及

ぼした。一方、短期専門家は、豚コレラ分野の短期専門家派遣遅れによる豚コレラの標

準抗原が十分にできなかった以外は、ほぼ計画通りの派遣で効率的であった。なお短期

専門家については、鳥インフルエンザへの対応など、元々計画にない短期専門家の派遣

を行うなど、柔軟な対応は評価できる。 

 

＜タイ人専門家＞ 

幾人かのタイ専門家が周辺国を訪れており、研修のフォローアップや技術指導を行い、
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効果も非常に高い。但し、数日と短い期間の訪問で、技術移転を行うには不十分であ

る。 

 

＜タイ C/P 配置＞ 

計画通りであり、C/P の異動もない。 

 

＜職員研修(日本、タイ、マレーシア)＞ 

タイ、マレーシアでの研修実施は日本で研修を行うより、非常に安価で、かつ研修生

にとって地理的・技術的にも優位であることから、効率性が高いといえる。1

研修生への質問票及びインタビューによれば、研修のカリキュラムがなく単に OJT の

みである、あるいは実習の機会が少ないなどの声も一部聞こえたが、概ね研修のレベル、

内容、期間、講師や施設などはほぼ満足のいくものであり、効率性は高い。なお、研修

生の選定については、まだ不十分であり、対処が必要である。 

一方、研修を実施する側へもインタビューしたが、研修を実施するにあたり、研修生

の事前情報が不足しており、研修生のレベルにあった研修を実施するうえで研修項目の

設定を始め、困難があったとの回答が多かった。とはいえ、実際、個々の研修生のニー

ズや要望に合わせて、個別の研修を実施してきており、問題はない。 

 

＜機材供与＞ 

本件は広域案件でもあり、通常の案件と相違するため、機材の調達や手続きに慣れな

い点、不明な点も多かったが、徐々に慣れてきており、大きな問題はない。但し、機材

の到着が 1 年かかる例もあり、迅速な対応や手続きの簡素化が望まれる。 

 

＜コスト負担＞ 

タイ側の費用の負担は計画通りである。研修実施に関しては、研修料、講師料など謝

金の負担が必要なく、またタイの口蹄疫診断センターでの宿泊は無料など、研修にかか

るコストをタイ側が負担しており、少ない費用での実施が可能となり、効率性が高いと

判断される。なお、現地業務費を活用して、昨年から、研修生が自国に帰る際に、必要

に応じて、自国で購入が困難、あるいは入手できない消耗品や抗原の供与を行っている

が、このことは効果が非常に高い。 

 

＜ナショナル・コーディネーターの配置＞ 
                                                  
1例えば、タイでの研修費用は、1 カ月あるいは 2 カ月間、日本で研修を実施すると、その費用

は、航空運賃始め、日当・宿泊その他全部で、各々、月平均 16 万円、25 万円未満である。一方、

タイで研修を実施すると、口蹄疫（FMD）診断センターや動物製剤センターで研修実施の場合、

宿泊費がかからず、月平均、各 10 万円及び 14 万円未満である。 
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各国とも計画通り配置されており、各国での調整官の役割を担っている。今後は、よ

り一層、本プロジェクト活動のモニタリングや調整の努力が必要である。 

 

＜その他投入＞ 

土地、施設の提供については、各国とも状況は異なるが、必要な提供を行っている。

但し、プロジェクトの前提条件である「各国政府、関係部局がプロジェクトを受け入れ、

かつ消耗品を始めマンパワー、その他必要な費用を適切に予算配分する」という点のう

ち、特に消耗品などは、各国とも、かなり予算が制限され、コスト負担ができておらず、

研修成果が活かされていない例もある。 

 

②活動と成果の効率性（投入の活用度） 

＜投入活用の方法・レベル＞ 

どの投入も活動に適切に活かされてはいる。但し、投入から成果につながる計画立て

が明確でなく、関係者で共有されておらず、成果に至っていないものも多い 

 

③プロジェクト･マネージメント 

＜インプットの運営管理＞ 

現行では、ナショナル・コーディネーターとの日常のコンタクト、研修内容の決定、

会議の調整やマネージメントを始め、殆どの点で、日本人専門家及びその秘書の主導に

よって行われており、タイ側 C/P の寄与は現時点では少ない。結果として、研修実施に

よる教訓の共有がタイ側との間で行われておらず、研修後のフォローアップもなく、研

修実施機関へのフィードバックがなされていない。 

 

＜プロジェクト活動のフォローアップ機能＞ 

関係者の間で、各国の実情に応じた活動計画あるいはプロジェクト目標が協議あるい

は、策定されていない。タイで年 2 回、ナショナル・コーディネーター会議を行うに留

まっており、プロジェクトの進捗状況の確認や成果の達成度の確認といった点では十分

な配慮がなされていなかった。 

 

（４）インパクト 

①上位目標達成の見込み 

現行では、まだ目に見える、あるいは測定可能な状況ではない。中間評価の段階で、

達成見込みを判断することは時期尚早である。 

 

 

②直接・間接的なインパクト 
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＜人的資源に係るインパクト＞ 

中間評価の時点で現れたインパクトして、1)何より研修生全員のモチベーションが上

がったこと、2)各人の業務への関心や進展に繋がったこと、3）タイにおける研修後、

研修実施機関の講師や同じ研修を受けた受講生同士がインターネットを通して意見交

換、技術指導、診断方法の交換を行っており、地域間の研究者のネットワークの構築さ

れつつあること、等があげられる。 

 

＜政策・組織的なインパクト＞ 

まだ目に見える効果にまで至っていないものの、徐々に地域間の協力が高まりつつあ

る。例えば、年 2 回のコーディネーター会議の開催や、日本人、タイ人などプロジェク

トスタッフによる周辺国訪問を通して、家畜衛生政策決定に直接関与する人物（局長、

所長、部長など）が家畜衛生に関わる施策が進展してきている。 

 

＜技術的なインパクト＞ 

研修を受けた個々人の技術レベルの向上は著しく、現地調査でも研修の成果が見受け

られた。但し、インパクトは個々人のレベルでかなり差があり、また組織あるいは国単

位に及ぶインパクトはまだ少なく、目に見えていない。 

但し、良い事例として、以下のものが見受けられた。 

●1 つの事例として、ベトナムの研修生が帰国後、牛結核病に係る研修で学んだ新

しい技術を獣医師や学生に移転するため、自国内で研修を行った。こうした国内

での研修実施は、単に技術移転・普及のみならず、研修生にとっても貴重な経験

であり、かつ自信やモチベーションにつながるものとして評価できる。  

●次に、ミャンマーの例では、研修で学んだ技術を活かし、ブルセラ病ワクチン製

造のセクションが研究所内に新たに作られ、プロジェクトの支援で機材や薬品も

供与され、製造が開始された。さらに、FMD ワクチンが牛だけだったのが、研修

後、豚用のワクチンも製造できる技術が習得された。 

●3 つ目に、カンボジアの例では、組織培養技術が、他のウイルス病にも応用でき

るようになった。 

 

以上のような技術レベルでのインパクトのみならず、組織レベルでのインパクトも

見受けられた。例えば、各国の研究所の活動は、プロジェクトの支援によって、以前

より活発になり、地方からのサンプルが集まるようになったとの報告もあった。カン

ボジアの例では、サンプル採集さえできなかったものが、疫学調査を通しデータを採

集し、信頼できる結果を出せるようになった。 

 

最後に、プロジェクトによる便益あるいはインパクトは、単に CLMV 各国といった
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受益国のみならず、日本人専門家による技術移転や研修に係る教材・資料の作成など

によって、研修実施国・機関にも及んでいる。例えば、研修実施機関では、個別研修

の実施を通して、講師側の教育・技術能力、さらには知識経験や英語力の向上にまで

インパクトを与えていることが現地調査で明らかとなった。また、情報の蓄積や日本

人専門家からの技術移転によって、研修実施機関の組織力の向上が図られてきている。 

 

③その他予期されなかった正負の影響や波及効果 

本件の存在によって、鳥インフルエンザの発生という重大な疾病に対しても対応

が可能となり、また関係者の間での連携が強まった。また、ベトナムにおいて、EU

が研修で活用している教材を活用したいとの要請があり、EUのほうで印刷を行い、

活用している。 

 

（５）自立発展性 

①制度・政策・組織の側面 

＜各国の組織の自立性＞                        

タイ、マレーシアの場合は、共に中進国として、畜産物国内消費増加及び畜産物輸出

促進のために、畜産分野発展政策が採られており、将来の自立発展については期待でき

る。一方 CLMV 各国に関しては、政策的には家畜衛生分野の改善を掲げているものの、

まだまだ人材、施設、予算が十分でないため、自立化の道はまだ遠い。 

 

＜タイ・マレーシア研修実施機関の自立性＞                 

研修実施機関は、既に日本からの長い協力関係があり、施設、機材、予算と人材を抱

えており、問題はない。 

 

②技術的側面 

＜各国の家畜防除活動の自立性＞                     

各国の組織体制により相違しており、現時点でその判断を下すことは早急である。但

し、家畜疾病対策は各国とも政策として優先順位が高いため、今後も活動は継続してい

くと思われる。プロジェクト後半に向かって、この点を踏まえ、研修を受けた個々人の

技術能力を共有し、かつ疾病診断を始め必要な措置をどう講じられるかを考え、人材育

成やシステム体制作りへの協力を行う必要がある。特に、プロジェクト前半は中央研究

所/試験場の技術職員の研修が主たる対象であったが、今後、各国での国内活動にシフ

トしていく予定であり、いかに、帰国研修員が中心になって企画運営できるかが課題と

なる。 

 

＜タイによる周辺国への技術指導の自立性＞                
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タイの研修受入れ機関である NIAH 及び DVB、DVE では、JICA 活動以外にも、他の機

関(FAO, IAEA 等)からの研修員を絶えず受入れるなど、長い経験を有しており、研修活

動を業務の一部として実施する体制ができ上がっており、組織体制は完備しているとい

える。  

 

＜機材の維持管理面＞ 

タイ及び周辺各国に供与された機材は現状、ほぼ適切に使用、維持管理されている。

しかしまだ供与されてから日時も浅く、今後とも使用状況を注意深くフォローする必要

がある。 

   

③財政的側面 

タイ及びマレーシアに関しては、事実独自の技術協力活動（タイの第三国研修、マ 

レーシアの MTCP）が既に展開されてきており、財政的な面でも、確実に自立発展が可

能と判断される。他方、カンボジアとラオスに関しては、独自の日常運営費も十分でな

く、未だ少なくともこれから数年は財政的自立を求めることは困難である。ミャンマー

とベトナムの畜産・獣医当局は、日常運営のためには、独自の予算を持っているが、不

十分である。 

 

４－２ 活動の貢献・阻害要因 

プロジェクト実施によって、以下のような貢献及び阻害要因が今回、観察された。

（１）貢献要因 

プロジェクト推進の貢献要因として次のものが挙げられる。 

＜効果的な研修＞ 

●研修が講義中心でなく、繰り返し行う実習実技型（OJT）の訓練であること。また

個別あるいは少人数研修であり、丁寧な指導が可能であることから、研修の有効性

が高い。 

●過去の JICA 協力によるマニュアルやテキストを活用、あるいは改訂したものを積

極的に用いて各研修が実施されている。診断マニュアル（英文）や疾病診断用カラ

ーアトラス（英語及びベトナム語）の配布などが一例である。こうした教材は研修

生のみならず、研修生の帰国後にも他の同僚などと共有しており、有益である。 

●研修生が学んだ技術を活かすため、研修終了時に、薬品を始め消耗品などをプロジ

ェクトの現地業務費で提供している。さらには研修実施機関の好意によって抗原等

も提供され、このことで、帰国後、研修で学んだ技術や診断が即、活用可能となり、

非常に効果が高い。 

 

＜他ドナーやプロジェクトとの連携＞ 
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●他ドナーとの協力関係においては、特に OIE や FAO と協調して実施を図ったこと、

さらに各周辺国での活動においては、EU や世銀、FAO/IFAD など各国の主要支援ド

ナーと連携あるいは役割分担を行い、協力体制を構築しており、効率的であったと

判断される。例えば、プロジェクトで開催したワークシップには、FAO や EU 始め

関係諸機関の担当者が参加するなど、多様な参加を促し、協力関係を構築・活動の

相乗効果を狙っていることは効果的であった。 

●ベトナムの場合、本プロジェクトの実施によって、関係する家畜衛生機関（本件の

C/P 機関である「家畜衛生局」と JICA プロジェクトの C/P 機関である「国立獣医

学研究所」）の調整連携が可能となった。例えば、豚コレラのワークショップをベ

トナムで円滑に実施するなど、本プロジェクトを通して、関係改善、強化に結びつ

いたともいえる。一方、ベトナムにおいて JICA プロジェクトが存在したおかげで、

機材の適正や設置などの点で助言や確認等支援を得ることもできた。 

 

（２）阻害要因 

＜AHPISA の進展＞ 

●ASEAN が実施している家畜衛生に関する各国の情報やデータの蓄積を推進すべき情

報システム（AHPISA）の開発に進展が見られず、情報を活用することができなかっ

た。 

 

＜診断液の標準化の遅れ＞ 

●プロジェクトの当初の計画では、国際原子力機関（IAEA）がタイのパクチョンにあ

る口蹄疫診断センターに委託して、大量の診断液を生産し、標準化した後、2003 年

末までに東南アジア諸国に配布の計画であった。しかし、IAEAの計画は大幅に遅れ、

ようやく 2004 年末に診断液の標準化が完了予定である。周辺国の口蹄疫診断、監視

にはこの診断液を用いた ELISA 法が国際基準となっており、カンボジア、ラオス、

それにミヤンマーにおいては、本プロジェクトが供与した ELISA リーダーは上記の

事情によって、口蹄疫診断には十分に活用されなかった。現行、IAEA のプロジェク

トは進行し、診断液の配布予定である。なお、市販の口蹄疫診断キットは高価で、

上記 3カ国では、自費購入は実質不可能である。 

 

＜その他＞ 

●タイ・ミャンマー間の外交関係の悪化によって、第 2 回ナショナル・コーディネー

ター会議の欠席や研修生の受入延期、さらにはミャンマーに対する援助凍結のため、

無償機材供与が大幅に遅れるといった事例があった。 

 

④外部条件の影響 
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●鳥インフルエンザの発生という重大な疾病の影響があったものの、その他にはプ

ロジェクトへの大きな影響はない。鳥インフルエンザの発生は、関係者の大きな

負担となった一方、人への感染の恐れもあり、各国政府あるいはドナーの対応が

活発になり、疾病調査を始め、予算の配分が行われるという結果をもたらした。

このことは、獣医師への信頼あるいは地位・権限向上につながり、また情報収集

のため、末端組織の進展も図られるなど促進要因ともなった。 

 

４－３ 結論 

本プロジェクトの活動レベルについては成功裏に達成されている。今後は、活動をアウト

プットとしてつなげるための方向性や具体的な便益を定め、プロジェクトで取り組む必要が

ある。 
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第 5 章 提言と教訓 
 
5－1 提言 
 プロジェクトは、タイ専門家による支援を伴う帰国研修員による習得技術の活用などの

面で大きな成果を挙げてきており、順調に進捗している。今後はこの成果をもとに、さら

にタイやマレーシア専門家の一層の活用や技術情報の交換により各国の連携を進めるとも

に、帰国研修員を軸とした各国の活動を強化することが望まれる。 
特に、帰国研修員の人選や、供与機材の活用状況においては一部で非効率な事例が散見

されている。プロジェクトの方針や枠組みに沿った調整が必要であり、この面での運営・

調整機能の強化が必要とされる。さらに、現在日本人専門家が中心になっている運営や投

入方針策定において、タイ側の主体性及び各国ナショナル・コーディネーターの責任能力

を向上させることが必要である。このためには、投入計画作成や周辺国への出張における

タイのカウンターパートのなお一層の参加、周辺国での協議や手続きにおけるナショナ

ル・コーディネーターの同席や承認の徹底なども図る必要がある。 
また、今後の活動の展開については、タイ事務所を中心にした各国 JICA 事務所による活

動状況のモニタリングとアドバイスなどの支援がきわめて重要である。さらに、今後は各

周辺国内における活動の一層の促進が予定されている。このためにも周辺国事務所に対す

る、プロジェクトからの活動状況の報告・周知を徹底することが必要である。 
 このような状況に鑑み、今回の調査結果に基づき、合同調査委員会として合同調査報告

書に述べた提言は次の通りである。 
（１）プロジェクトオフィスとナショナル・コーディネーターの機能と役割 

プロジェクトの R/D の記載に基づき、タイ側のプロジェクト実施機関と各国のナシ

ョナル・コーディネーターがより積極的に活動の計画やモニタリングに参加すること

が必要とされる。具体的には、タイ畜産振興局に設置されたプロジェクトオフィスは、

プロジェクト全体の計画管理、実施調整を行い、各国のナショナル・コーディネータ

ーはそれぞれの国での活動の運営及び技術的な事項に責任を持つ。 
（２）各周辺国での国内活動の強化 

プロジェクトの後半においては、研修を通じて得られた技術の各周辺国における 
応用、実践をさらに推進していくことが期待される。具体的な活動内容については、

各国の優先度において計画が策定されるべきであり、専門家の派遣や機材供与による

支援を得て、帰国研修員が活動の核となって実施する。 
（３）消耗品の供給システムの改善 

帰国研修員にとって、診断薬などの消耗品の安定的な供給の欠如が、自国での活 
動を実施していくうえで最大の阻害要因となっている。このため、診断用の抗原や抗

血清、標識抗体などの重要な診断薬の持続的な供給システムが必要とされている。評

価調査団としては、関係者の間でこのための議論を早急に開始することを提言する。 
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（４）技術情報の共有の促進 
各国関係機関の技術レベルの改善と技術内容についての相互理解を促進するため 

には、診断技術、ワクチン製造、家畜疾病対策の状況などについての技術情報を、地

域内で共有することが重要である。この目的のために、関係各組織、関係者の間の密

接なコミュニケーションをさらに促進することが必要である。 
 

5－2 教訓 
  今回の調査結果に基づき、合同調査報告書に述べた教訓は次の通りである。 
（１）本件においては、多くのタイ及びマレーシアの専門家の技術能力が活動に大きく貢

献している。このような、域内専門家の活動は今後も積極的に継続されることが望ま

しい。 
（２）本件においては、OIE や FAO などの国際機関や他の二国間ドナーとの間に、密接な連

携を維持しており、高く評価される。今後ともこのような連携を維持することにより、

顕著な技術協力効果を挙げることが期待される。 
（３）広域協力は、地域の共通課題としての特定疾病問題についての対策を講ずるのに効

果的であるとともに、地域の技術的・人的資源を有効に活用することにより、技術的

な基盤を整備・改善していくためにも有効な方法と認められる。 
（４）広域協力においては、関係者間でのフレームワークの共通理解の促進、各国に対す

る投入と優先課題との齟齬を防止するために、プロジェクト運営管理・調整の役割が

きわめて重要な要素となる。 
 

今回の中間評価調査においては、多くの関係者からの積極的な協力を得て、順調に作業

を進めることができた。特に TICA からの評価調査メンバーはきわめて有能であり、調査期

間を通じて積極的かつ熱心な参加協力があり、評価調査活動において多大な貢献を頂いた。 

本件のような広域プロジェクトにおいて、TICA との関係は今後さらに重要になってくる

と思われる。この点において、合同調整委員会の席上 TICA の代表が、「本件の最も重要な

期待される成果は、域内協力の運営能力の形成・向上にあるものと認められる」と述べて

いたのは、新生の TICA の方針を反映する発言としても印象的であった。 
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付 属 資 料 

 

 

 １．ミニッツ及び評価レポート 

 ２．PDM（改訂版） 

 ３．評価グリッド（和文） 

 ４．主要面談者 

 ５．分析結果報告書 

 ６．各国組織図（カンボジア、ラオス、ミャンマー､ベトナム） 

 ７．広域協力を実施するうえでの留意点 
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